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A. 研究目的 
 スギ花粉症は増加しているが、未発症者に
おいていかなる因子がスギ花粉の感作に影響
を及ぼしているかは明らかではない。この点
を明らかにするために検討を行った。 
 また、スギ花粉に対するIgE抗体が鼻粘膜局
所で産生されているか否かは明らかでない。
鼻汁中のスギIgE抗体を測定し、血清のスギI
gE抗体との相関を調べた。 
 
B. 研究方法 
 73名のスギ花粉未発症を対象にスギ花粉感
作に関与する因子を検討した。スギとダニの
特異的IgEをCAP-FEIA法により定量し、アン
ケートを行った。 
また、別の46名に対して2012年のスギ花粉

飛散期に鼻汁を吸引採取し、CAP-FEIA法に
よりスギ特異的IgEを定量した。46名の内訳は、
24名が症状のあるスギ花粉症患者、9名はスギ
花粉に感作されているが無症状、13名は非感
作であった。 

 
 
（倫理面への配慮） 
 三重大学医学部の倫理委員会の承認を得 
て、ヘルシンキ宣言を遵守した 
 
C. 研究結果 
 73名中26名がスギ花粉に感作されていた
（感作率36％）。多変量解析の結果、ダニ感
作のみがスギ花粉の感作と関連がみられた。
オッズ比は6.6であり、ダニ感作されている人
は6.6倍スギに感作されやすいことが明らか
になった。 

46名中43名で鼻汁中スギ特異的IgE抗体価
の測定が可能であった。症状の有無とは関係
なく、感作されている人は感作されていない
人と比べて鼻汁中スギ特異的IgE抗体価が有
意に高かった。43名に関し、鼻汁中スギ特異
的IgE抗体価は血清特異的IgE抗体価と正相関
した。 
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 研究要旨   

73 名のスギ花粉未発症を対象にスギ花粉感作に関与する因子を検討した。スギとダ
ニの特異的 IgE を CAP-FEIA 法により定量し、アンケートを行った。73 名中 26 名が
スギ花粉に感作されていた（感作率 36％）。多変量解析の結果、ダニ感作のみがスギ花
粉の感作と関連がみられた。オッズ比は 6.6 であり、ダニ感作されている人は 6.6 倍ス
ギに感作されやすいことが明らかになった。 

46 名に対して 2012 年のスギ花粉飛散期に鼻汁を吸引採取し、CAP-FEIA 法により
スギ特異的 IgE を定量した。46 名の内訳は、24 名が症状のあるスギ花粉症患者、9 名
はスギ花粉に感作されているが無症状、13 名は非感作であった。46 名中 43 名で鼻汁
中スギ特異的 IgE 抗体価の測定が可能であった。症状の有無とは関係なく、感作され
ている人は感作されていない人と比べて鼻汁中スギ特異的 IgE 抗体価が有意に高かっ
た。43 名に関し、鼻汁中スギ特異的 IgE 抗体価は血清特異的 IgE 抗体価と正相関した。 



を持つことより、ダニに感作されていること
がスギに感作されやすいことが明らかになっ
た。 
 鼻汁中のスギ特異的IgE抗体価が血清のそ
れと正相関することから、鼻汁中のスギ特異
的IgE抗体価の測定が診断的価値があるもの
と考えられる。特に小児など採血が困難な場
合に有用と思われる。 
 
E. 結論 
 ダニに感作されていることがスギに感作さ
れやすい。鼻汁中のスギ特異的IgE抗体価が血
清のそれと正相関する。 
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